
● 第6回高度専門キャリア形成論＋第1回ワークショップ＋懇談会 

企業の方々を多数お招きしてイベントが開催されました！ 

平成2６年９月１８日(木) 1６:２０～1９:０0 於 品川キャンパス白鷹館２Ｆ 

『国際協力の業務について』  寺島裕晃氏 (アイ・シー・ネット株式会社代表取締役社長) 

 ～ 水産系開発コンサルタントの仕事 ～ 

 開発コンサルタントに求められる能力や人材像 

やはり最初に語学力が挙げられる。そして、それ以上に大事なのはコミュニケーション能力だ。
次に、専門分野の知識と経験が挙げられる。最後に、その国の人達を思う気持ちや、良くしたいと
思う情熱が無いと難しいと思っている。 

 日本の便益を守るＯＤＡ 

政府開発援助は、政府間の合意の後、JICAでプロジェクトの計画・立案
をする。ＯＤＡ予算は年間約１.５兆円で、国家予算の１％弱を占める。 

 実際の業務内容を写真で分かり易く紹介 

《 セネガル、フィリピン、キリバス、チュニジア、ミンダナオでの業務事例
が沢山の写真で紹介されました。》 

漁獲量が減り資源管理がうまくできない、養殖の生産性が悪く水質悪化が
問題となっている等の開発途上国を援助する。 また、非常に広いＥＥＺを 
持つ大洋州の諸島諸国に共通する問題にも支援する。最終的には、その国の水産や資源管理政策の
プランを作る。これまでは、漁獲量を上げることが目標であった。現在では、資源管理をしながら
節度のある獲り方で、現地の人の生計をどう向上させるかが重要になっている。 

 回り道をしたように思えるが、その経験があったからこそ今の活躍ができている 

最初は国際協力には興味が無く、大学卒業後は民間調査会社に就職した。大学院に戻ってから、
JICAの専門家派遣で、モーリシャスの技術移転指導や政策提言に参加した。 

国際協力における水産分野の範囲は広い。海洋大でやっていることは、水産系開発コンサルタント
としてどの分野でもニーズがある。現場経験が必要なので、水産系の大学を出ても直ぐに開発コン
サルタントになる人は少ない。実際には、千差万別なキャリアパスを経ているようだ。 

 

 

 

 

※このNewsletterは、東京海洋大学キャリア開発室が作成・配信しています。 
 キャリア開発に関するイベントのお知らせや活動報告等をお届けしています。 
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● 長期インターンシップ の修了者は順調に増えています  

● 企業の最前線で活躍する方々との懇談会も大成功！  

企業から総勢１０名の方々が参加して学生・ＰＤとの懇談会が開催されました 

 続いて、懇談会の会場に移り、企業の方々と学生たちの意見交換が活発に行われました。 
《毎回大好評の半年に一度のイベントです‼》 

次回の高度専門キャリア形成論は、塩谷先生のキャリアデザイン第３弾‼ 
『社会人基礎力をつけよう！』は１０月２３日(木)に開催されます。 

◆ キャリア開発室の活動内容や最新情報、各種パンフレットや申請書等を入手できます。 

http://www.kaiyodaicareer.com/ または、大学公式ＨＰのリンクから 

※ 要望や質問等は、お気軽にキャリア開発室までご連絡ください。 

 

➜ 

 『長期インターンシップ報告』   櫻井恵子さん (DC2) 
    ～ 技術協力プロジェクトにおける開発コンサルタント業務を通じての学び ～ 

 研修場所はマダガスカル 

アイ・シー・ネット社で、今年３月まで長期インターンシップに参加した。
仕事は、プロジェクトの『研修管理と業務調整』だった。 

マダガスカルでは、火災や伐採で天然林が９.３％／年で減少している。
すると土砂が下流域に流出し、稲作地帯の灌漑がうまく機能しなくなり、
稲作生産に悪影響を与える。上流域の生活は貧しく、安易に伐採を止めさ
せることはできない。この状況に、どうアプローチするかというプロジェ
クトだった。 《 写真を示しながら、仕事内容の紹介がありました。》 

  『新たな知識を得ることは、新しいアイデアが生まれる原石』と気付いた 

研修を通じて学んだことは、『謙虚に学ぶこと』だった。そして、コミュニケーションは重要な
ツールであるということ。できる目標ではなく、難しい目標を設定すること。原則に立ち返るとい
うこと。最後に、スピード感のあるＰＤＣＡサイクルを、恐れずにどんどん回して行くこと。 
これらは、ある部分では研究にも通じることだと思っている。 

 博士号を持った開発コンサルタントとして... 

今後は、語学力（英語とフランス語）を強化したい。そして、責任ある立場で経済発展に関与する
ため、博士号の取得に注力したい。学ぶことの喜びを意識して、情報を幅広く入手し続けることを
心掛け、積極的な自己開拓をしていきたい。博士号を持つ開発コンサルタントを目指して、国際協
力分野において、『研究と実用を結びつける役割』ができるのではないかと思っている。 

 

 

 

 

キャリア開発室は、設立から約３年が経ちました。 

これまでの、長期インターンシップの実績をご紹介します。 

皆さんも、長期インターンシップで働く体験をしませんか？ 
 

 

 

研修修了者の内訳 研修修了者の推移 

※ H25年度にマッチングまたは研修を開始し、年度をまたいで修了した場合はH25年度として集計しています。 

連携企業数 
(H26.5現在) 
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